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シ
ベ
リ
ア
抑
留
の
思
い
出 

三
重
県 

 

奥 

田 

武 

男 
 
 

  
 

満
蒙
開
拓
青
少
年
義
勇
軍
を
志
願 

 

 

昭
和
十
四(

一
九
三
九)

年
一
月
三
十
日
。
自
分
は
十
三

歳
十
一
カ
月
で
高
小
を
繰
上
げ
卒
業
し
て
、
満
蒙
開
拓
青

少
年
義
勇
軍
を
志
願
。
我
が
家
を
後
に
茨
城
県
・
内
原
訓

練
所
に
入
っ
た
。 

 

三
カ
月
の
猛
訓
練
を
受
け
、
四
月
十
日
桜
満
開
の
頃
、

敦
賀
よ
り
出
港
。
北
朝
鮮
の
清
新
に
上
陸
。 

 

四
月
十
六
日
に
南
満
州
の
昌
図
訓
練
所
に
入
所
。
十
一

月
に
北
満
の
鉄
力
大
訓
練
所
へ
移
行
。 

 

十
五
年
十
一
月
、
尾
山
小
訓
練
所
に
移
り
、
十
七
年
、

義
勇
隊
訓
練
を
終
了
し
て
義
勇
隊
開
拓
団
と
し
て
の
第
一

歩
を
ふ
み
出
し
ま
し
た
。 

 

前
方
の
丘
に
本
部
及
び
第
一
部
落
を
建
設
し
ま
し
た
。 

 
 

兵
役
・
現
地
入
営 

 

二
十
歳
で
徴
兵
検
査
を
受
け
入
営
。 

 

昭
和
十
九
年
九
月
三
十
日
、
ハ
ル
ピ
ン
の
関
東
軍
に
入

隊
。
後
日
、
琿
春
へ
転
属
。 

 

こ
こ
で
国
境
警
備
に
付
き
、
各
中
隊
よ
り
三
人
ず
つ
分

遣
を
命
ぜ
ら
れ
、
間
島
の
山
中
へ
弾
薬
庫
掘
り
に
行
き
ま

し
た
。 

 
 

ソ
連
軍
の
侵
攻
に
遭
う 

 

昭
和
二
十
年
八
月
九
日
、
突
如
ソ
連
軍
の
侵
攻
に
遭
い
、

我
が
隊
は
本
隊
へ
追
及
の
途
中
、
図
們
で
戦
闘
と
な
り
ソ

連
兵
と
戦
う
。 

 

戦
友
も
亡
く
な
る
。(

岐
阜
県
稲
葉
郡
稲
葉
村
、
国
島
国

雄)
 

 

そ
の
仇
敵
を
田
代
戦
友
と
二
人
で
斥
候
に
行
き
、
銃
機

を
構
え
る
敵
兵
を
や
っ
つ
け
た
。 

 

八
月
十
五
日
、
連
合
軍
に
無
条
件
降
伏
と
か
、
終
戦
。

我
々
兵
隊
に
は
何
も
分
か
ら
な
い
。 

 

そ
の
中
「
ナ
ン
ヨ
ウ
へ
出
発
」
と
の
こ
と
。「
さ
あ
、
南

洋
へ
行
く
の
だ
」
と
荷
物
も
軽
く
す
て
た
。 

 
満
州
―
北
朝
鮮
の
国
境
、
橋
の
上
ま
で
行
く
と
ソ
連
軍

の
ジ
ー
プ
と
は
ち
合
わ
せ
と
な
っ
た
。
「
ヤ
ポ
ン
サ
ル
ダ
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ー
ト
、
武
器
を
ス
テ
ロ
」
と
言
う
の
で
不
思
議
に
思
っ
た
。 

 

上
官
は｢

日
本
は
負
け
た
の
だ
。
皆
こ
こ
で
討
ち
死
に
し

よ
う｣

と
ま
で
言
っ
た
。 

 

ま
た
、
図
們
駅
ま
で
引
き
返
し
、
駅
前
広
場
で
叉
銃
し

て
「
前
へ
進
め
。
手
を
上
げ
ろ
」
と
兵
器
の
検
査
だ
っ
た
。 

 

欲
の
深
い
ソ
連
兵
は
、
前
の
人
達
よ
り
時
計
を
何
個
と

な
し
に
取
り
上
げ
、
ポ
ケ
ッ
ト
に
入
れ
た
。 

 

自
分
は
腹
立
ち
ま
ぎ
れ
に
ジ
ャ
リ
の
中
に
踏
み
に
じ
っ

た
。 

 

中
に
は
眼
鏡
を
取
ら
れ
る
気
の
毒
な
戦
友
も
い
た
。 

 

戦
友
の
遺
体
に
も
こ
こ
で
サ
ヨ
ウ
ナ
ラ
。
我
々
は
駅
前

の
守
備
隊
跡
へ
放
り
込
ま
れ
た
。 

 

前
線
陣
地
よ
り
ド
ン
ド
ン
引
き
揚
げ
て
く
る
。 

 

狭
い
守
備
隊
舎
は
人
で
い
っ
ぱ
い
に
な
り
、
こ
こ
よ
り

間
島
の
二
八
部
隊
の
所
ま
で
三
日
が
か
り
で
歩
い
て
移
動

し
た
。 

 

こ
こ
で
も
ま
す
ま
す
大
勢
と
な
り
六
、
七
万
人
の
人
と

な
る
。 

 

中
に
は
開
拓
団
の
婦
人
の
方
ま
で
戦
闘
帽
、
軍
服
姿
で

あ
る
。 

 

頭
が
ツ
ル
ツ
ル
で
青
頭
な
の
で
す
ぐ
分
か
る
。 

 

こ
こ
で
一
番
困
っ
た
の
は｢

水｣

で
あ
る
。 

 

四
つ
か
五
つ
し
か
な
い
井
戸
。
夜
中
に
井
戸
に
行
っ
て

も
長
蛇
の
列
で
こ
れ
に
は
参
っ
た
。 

 

食
べ
物
も
無
論
な
い
。
倉
庫
へ
盗
み
に
行
く
。
や
っ
と

手
に
入
れ
た
の
が
小
麦
だ
。
こ
れ
を
飯
盒
で
何
時
間
炊
い

て
も
、
小
麦
の
腹
が
切
れ
る
だ
け
で
ブ
ツ
ブ
ツ
で
あ
る
。 

 

食
べ
た
ら
皆
ピ
ー
ピ
ー
。
お
前
も
か
、
俺
も
だ
と
、
皆

や
ら
れ
て
し
ま
っ
た
。 

 

夏
だ
か
ら
赤
痢
が
は
や
っ
た
。
こ
こ
で
一
カ
月
間
、
九

月
の
中
旬
ま
で
暮
ら
し
た
。 

 
 

大
移
動 

 

何
万
人
と
い
う
大
勢
の
人
だ
っ
た
。 

 

千
人
一
組
と
な
り
作
業
大
隊
が
編
成
さ
れ
た
。 

 

自
分
は
一
〇
八
大
隊
。
い
よ
い
よ
出
発
だ
。 

 

ソ
連
将
校
は
「
ヤ
ポ
ン
サ
ル
ダ
ー
ト
、
東
京
ダ
モ
イ
」

と
言
っ
て
、
我
々
を
一
路
前
進
さ
せ
た
。 

 

次
か
ら
次
へ
と
長
蛇
の
列
だ
。
七
日
も
八
日
も
の
行
軍
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だ
っ
た
。 

 
今
考
え
て
も
よ
く
も
歩
け
た
も
の
だ
と
思
う
。 

 
た
だ
日
本
へ
帰
り
た
い
一
心
だ
っ
た
。 

 

途
中
、
図
們
、
琿
春(

自
分
の
二
五
部
隊
の
あ
っ
た
所)

戦
場
の
生
々
し
い
所
を
見
て
通
っ
た
。 

 

そ
の
日
、
国
境
の
薄
暗
い
夕
暮
れ
だ
っ
た
。 

飯
盒
や
水
筒
で
川
へ
水
汲
み
に
行
く
途
中
、
前
に
い
た
戦

友
が
地
雷
線
に
引
っ
か
か
っ
た
か
ら
た
ま
ら
な
い
。 

 

彼
は
吹
っ
飛
ん
で
し
ま
っ
た
。 

 

自
分
は
四
五
度
の
死
角
の
中
で
す
ぐ
倒
れ
た
が
一
命
を

取
り
止
め
た
。 

 

後
方
の
人
も
数
人
、
怪
我
を
し
た
。 

 

十
日
余
り
は
「
ド
カ
ン
」
の
音
で
何
も
聞
こ
え
な
か
っ

た
。
今
で
も
左
の
耳
が
少
々
不
自
由
だ
。 

 

そ
れ
で
も
落
伍
は
で
き
な
い
。
残
さ
れ
て
し
ま
う
。
「
ク

ラ
ス
キ
ー
」
と
い
う
町
に
着
い
た
。 

 

我
々
の
荒
野
で
の
野
宿
が
始
ま
っ
た
。 

 

も
う
そ
ろ
そ
ろ
寒
く
な
っ
て
来
た
。
十
月
と
も
な
れ
ば

大
陸
は
寒
い
。
穴
を
掘
り
、
友
と
背
と
背
を
合
わ
せ
て
四
、

五
人
ず
つ
暮
ら
し
た
。 

 

中
旬
、
や
っ
と
待
ち
に
待
っ
た
汽
車
の
番
が
来
た
。
こ

こ
か
ら
「
ブ
ラ
ゴ
エ
チ
ェ
ス
ク
」
は
近
く
だ
。 

 

汽
車
と
い
っ
て
も
貨
車
を
二
段
に
分
け
、
ご
ろ
寝
だ
。

こ
れ
が
楽
だ
っ
た
。 

 

汽
車
は
走
る
走
る
。
一
日
二
回
ほ
ど
し
か
止
ま
ら
な
い
。

ま
た
止
ま
る
と
半
日
ぐ
ら
い
は
出
発
し
な
い
。
だ
が
も
う

安
心
だ
。
日
本
に
帰
れ
る
も
の
な
り
と
思
い
込
ん
で
い
た
。 

 
 

行
く
先
は
ソ
連
・
抑
留 

 

汽
車
は
ハ
バ
ロ
フ
ス
ク
よ
り
北
へ
北
へ
と
一
週
間
ほ
ど

走
っ
た
。 

 

何
だ
か
ヘ
ン
だ
。 

 

北
極
星
が
頭
の
上
近
く
に
見
え
る
。 

 

コ
ム
ソ
モ
リ
ス
ク
と
い
う
町
の
近
く
の
山
の
中
の
引
き

込
み
線
へ
入
っ
た
。 

 

二
、
三
日
貨
車
の
中
で
過
ご
す
。 

 
収
容
所
が
空
い
た
の
で
そ
こ
に
入
れ
ら
れ
た
。 

 
こ
こ
は
も
と
ノ
モ
ン
ハ
ン
事
件
の
捕
虜
の
方
が
入
れ
ら

れ
た
所
で
あ
る
。 
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所
々
に
日
本
字
が
残
っ
て
い
た
。 

 

ぼ
つ
ぼ
つ
と
各
班
よ
り
使
役
に
出
ろ
と
命
令
が
出
る
。

何
の
仕
事
か
と
思
う
と
、
何
と
満
州
か
ら
の
分
捕
り
品
を

貨
車
か
ら
下
ろ
す
仕
事
で
は
な
い
か
。 

 

日
本
軍
の
被
服
類
、
食
料
品
、
酒
保
品
と
有
り
と
有
ら

ゆ
る
物
が
ギ
ッ
シ
リ
積
み
込
ん
で
あ
る
。 

 

中
に
は
官
舎
の
奥
さ
ん
の
寝
巻
き
ま
で
あ
っ
た
。
野
積

み
の
山
が
出
来
た
。 

 

積
み
荷
の
間
で
何
枚
も
何
枚
も
着
込
ん
で
持
っ
て
帰
る
。 

 

着
込
ん
で
行
か
な
い
と
入
口(

衛
兵
所)

で
検
査
が
あ
る

か
ら
だ
。 

 

酒
保
品
の
お
酒
も
中
ま
で
凍
っ
て
い
る
。 

 

瓶
を
割
っ
て
か
じ
っ
て
い
る
。
そ
の
中
悪
酔
い
し
て
ふ

ら
ふ
ら
し
て
い
る
。 

 

監
視
の
ソ
連
兵
は
何
事
が
起
こ
っ
た
か
分
か
ら
な
い
の

か
、
び
っ
く
り
し
て
い
た
。 

 

食
料
倉
庫
に
使
役
に
行
っ
た
。 

 

帰
り
に
外
套
の
内
へ
大
き
な
鮭
を
背
中
に
負
っ
ぽ
し
て

宿
舎
へ
帰
り
、
皆
で
食
べ
た
こ
と
も
あ
っ
た
。 

 

と
に
か
く
食
う
の
が
精
い
っ
ぱ
い
で
と
う
て
い
色
気
ま

で
は
行
か
な
い
。 

 
 

越
冬
・
食
う
こ
と 

 

零
下
五
〇
度
、
六
〇
度
と
な
る
と
、
も
う
寒
さ
を
通
り

越
し
て
痛
く
感
じ
る
。 

 

あ
る
日
、
道
で
馬
鈴
薯
を
十
個
ば
か
り
拾
っ
て
帰
り
、

夜
、
飯
盒
で
煮
て
食
べ
よ
う
か
と
蓋
を
取
れ
ば
、
何
と
そ

れ
は
馬
糞
で
は
な
い
か
。 

 

糞
が
パ
ラ
パ
ラ
と
落
ち
る
と
、
も
う
凍
っ
て
し
ま
う
。 

 

全
く
馬
鈴
薯
と
同
じ
に
見
え
る
。
何
と
情
け
な
い
で
は

な
い
か
！ 

 

ま
た
、
春
に
な
れ
ば
、
若
芽
と
い
う
若
芽
は
何
で
も
手

当
り
次
第
食
っ
た
。 

 

チ
リ
ム
シ
や
頭
ハ
リ
、
の
び
る
、
タ
ン
ポ
ポ
と
あ
ら
ゆ

る
も
の
を
食
べ
た
。 

 

秋
に
は
キ
ク
ラ
ゲ
、
キ
ノ
コ
（
毒
キ
ノ
コ
）
何
で
も
食

べ
ピ
ィ
ピ
ィ
に
な
っ
た
。 

 

ま
た
、
山
で
伐
採
す
る
と
五
葉
松
に
、
手
の
平
ほ
ど
の

大
き
な
松
笠
が
付
い
て
い
る
。
取
り
勝
ち
で
取
っ
た
も
の
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だ
。 

 
油
っ
こ
く
爪
ほ
ど
の
実
が
入
っ
て
い
る
。
焼
い
て
食
っ

た
。 

 

と
に
か
く
食
う
こ
と
に
は
ガ
キ
に
等
し
い
。 

 

山
へ
伐
採
に
入
る
。
雪
は
膝
ほ
ど
ま
で
も
あ
る
。
二
人

一
組
で
大
き
な
二
人
挽
き
の
鋸
で
一
回
り
も
あ
る
よ
う
な

木
を
切
る
の
で
あ
る
。 

 
｢

倒
れ
る
ぞ
！｣

と
大
声
で
合
図
し
て
も
防
寒
帽
で
聞
こ

え
な
い
。 

 

木
の
枝
で
し
ば
か
れ
他
界
し
た
友
も
あ
っ
た
。 

 

シ
ベ
リ
ア
の
山
は
日
本
の
山
と
違
っ
て
丘
陵
地
で
、
山

の
中
で
も
大
き
な
河
も
あ
る
。
池
も
あ
る
。
だ
が
冬
は
皆

凍
っ
て
ど
こ
こ
こ
な
い
。 

 

夜
中
に
「
ト
レ
ー
ラ
ー
」
に
木
を
積
み
に
行
く
こ
と
も

度
々
と
あ
っ
た
。 

 

真
夜
中
に
目
玉
が
光
る
狼
に
出
く
わ
す
こ
と
も
度
々
あ

っ
た
。 

 

雨
の
降
る
夜
で
も
ズ
ブ
ズ
ブ
に
な
り
駆
り
出
さ
れ
た
も

の
だ
。 

 
｢

働
か
ざ
る
者
は
食
う
べ
か
ら
ず｣

の
国
だ
か
ら
た
ま
ら

な
い
。 

 

今
日
仕
事
を
す
る
と
、
二
日
後
の
食
事
と
な
っ
て
現
れ

る
。 

 
 

「
ノ
ル
マ
」 

 

み
な
仕
事
に
「
ノ
ル
マ
」
が
つ
い
て
、
各
自
の
働
き
に

よ
り
食
事
量
が
み
な
違
う
の
で
あ
る
。 

 

あ
る
時
、
鉄
道
工
事
に
つ
い
た
。
こ
れ
は
土
木
用
の
土

を
取
る
の
に
、
丘
陵
地
に
五
、
六
メ
ー
ト
ル
お
き
、
四
角

に
井
戸
を
二
十
、
三
十
メ
ー
ト
ル
の
深
さ
に
掘
る
の
で
あ

る
。 

 

二
人
一
組
で
初
日
は
二
メ
ー
ト
ル
ぐ
ら
い
は
掘
れ
る
。

日
に
日
に
深
く
な
っ
て
ゆ
く
。
岩
盤
が
出
て
く
る
。
ハ
ッ

パ
を
か
け
る
。
し
ば
ら
く
は
煙
と
ガ
ス
で
入
れ
な
い
。 

 

木
の
枝
を
取
っ
て
吊
り
下
げ
、
ふ
わ
ふ
わ
と
お
び
き
出

し
中
々
大
変
だ
。 

 
深
く
な
る
に
つ
れ
、
何
ほ
ど
も
掘
る
こ
と
が
で
き
な
い
。

毎
日
「
ニ
ェ
ラ
ボ
ー
タ
」
だ
。 

 

初
め
の
二
日
、
三
日
は
「
ハ
ラ
シ
ョ
ラ
ボ
ー
タ
」
と
い
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っ
て
、
多
く
食
事
に
あ
り
つ
く
こ
と
が
出
来
る
が
、
そ
れ

が
反
対
で
減
量
、
減
量
で
自
分
の
身
体
を
食
っ
て
し
ま
う
。 

 

そ
れ
こ
そ
栄
養
失
調
だ
。
あ
ま
り
に
も
バ
カ
に
し
た
ノ

ル
マ
の
付
け
方
だ
。 

 

十
メ
ー
ト
ル
、
十
五
メ
ー
ト
ル
と
掘
り
、
横
穴
を
掘
り

爆
薬
を
沢
山
入
れ
、
穴
は
元
通
り
埋
め
戻
し
、
い
っ
せ
い

点
火
す
る
。 

 

山
は
ド
ン
と
上
が
り
形
は
変
わ
っ
た
。 

 

「
エ
ス
カ
ワ
ト
ル
」
と
い
う
大
き
な
機
械
で
線
路
を
引

き
込
み
五
十
ト
ン
の
貨
車
に
積
み
込
む
。 

 

こ
れ
を
二
人
一
組
で
一
夜
の
中
、
朝
ま
で
に
五
十
ト
ン

の
土
砂
を
下
ろ
さ
な
け
れ
ば
い
け
な
い
。
な
ん
と
情
け
な

い
こ
と
だ
ろ
う
。 

 

こ
れ
も
生
き
て
ゆ
く
た
め
に
は
仕
方
が
な
い
。 

 

冬
は
鉄
棒
を
真
っ
赤
に
焼
い
て
土
中
へ
た
た
き
込
み
ハ

ッ
パ
を
か
け
る
。 

 

そ
ん
な
に
ま
で
し
な
く
て
も
い
い
の
に
と
思
う
が
、
シ

ベ
リ
ア
の
土
は
一
年
中
、
溶
け
る
時
が
な
い
の
だ
。 

 

上
が
溶
け
、
地
下
ま
で
溶
け
て
ゆ
く
中
、
も
う
上
か
ら

凍
っ
て
く
る
始
末
だ
。 

 

仕
事
に
行
く
の
に
収
容
所
を
出
て
行
く
。 

 

行
く
先
が
二
十
人
、
三
十
人
と
違
う
。 

 

衛
兵
所
で
ロ
ス
ケ
の
兵
隊(

監
視
兵)

が
人
員
を
当
た
る

の
が
面
白
い
。 

 

勘
定
が
中
々
で
き
な
い
。 

 

ア
ジ
ン
、
ド
バ
、
テ
リ
、
チ
テ
リ
。
一
、
二
、
三
、
四

と
何
度
で
も
数
え
て
中
々
合
わ
な
い
。
な
ん
と
頭
の
い
い

兵
隊
さ
ん
ば
か
り
だ
。 

 

兵
隊
さ
ん
は
手
の
甲
に
名
前(

フ
ァ
ミ
レ)

と
生
ま
れ
た

年
号
を
入
れ
墨
し
て
い
る
。
ど
こ
で
死
ん
で
も
分
か
る
よ

う
に
。 

 

我
々
は
、
少
し
で
も
時
間
が
経
て
ば
い
い
。 

 

仕
事
の
行
き
は
ま
る
で
葬
式
の
よ
う
、
ゾ
ロ
ゾ
ロ
、
の

そ
の
そ
だ
。 

 

帰
り
は
農
民
よ
り
先
に
家
路
に
急
ぐ
牛
の
よ
う
だ
っ
た
。

行
き
は
三
十
分
、
帰
り
は
十
分
と
い
っ
た
よ
う
な
も
の
だ
。 

 

ロ
ス
の
兵
隊
は
言
う
。 

 

「
ヤ
ポ
ン
サ
ル
ダ
ー
ト
、
ヒ
イ
ト
レ
、
ム
ト
レ
」
と
言
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う
。
日
本
兵
隊
ず
る
い
と
い
う
の
だ
。 

 
仕
事
に
は
監
督
が
い
る
。
「
ダ
ワ
イ
ダ
ワ
イ
」
と
け
し
か

け
ら
れ
る
。 

 

中
に
は
と
て
も
良
い
者
も
い
た
。 

 

い
ろ
い
ろ
の
仕
事
に
つ
い
た
。
こ
れ
も
い
い
経
験
だ
っ

た
。 

 

命
あ
っ
て
の
物
種
と
か
。
今
で
は
笑
い
話
だ
。 

 
 

風
呂
の
方
式 

 

収
容
所
の
風
呂
は
今
の
サ
ウ
ナ
風
呂
で
、
四
畳
半
ぐ
ら

い
の
部
屋
で
、
壁
に
穴
が
開
い
て
い
る
。
中
は
石
が
真
っ

赤
に
焼
け
て
い
る
。
そ
こ
へ
穴
め
が
け
て
水
を
ブ
ッ
か
け

る
。
も
の
す
ご
い
湯
気
が
出
る
。 

 

部
屋
の
中
は
段
々
に
な
っ
て
い
る
。
熱
い
の
が
い
い
者

は
、
高
い
所
へ
上
が
っ
て
ゆ
く
。 

 

だ
が
、
耳
や
目
が
痛
い
。
汗
が
出
る
。
そ
こ
で
あ
か
よ

り
を
す
る
。 

 

出
る
時
は
水
を
一
杯
か
ぶ
る
。 

 

出
る
と
床
屋
さ
ん
が
つ
き
、
脇
の
下
と
前
を
キ
レ
イ
に

剃
っ
て
く
れ
る
。 

 

こ
れ
は
集
団
生
活
に
は
シ
ラ
ミ
が
つ
き
も
の
だ
か
ら
だ
。

被
服
も
風
呂
に
入
っ
て
い
る
間
に
高
熱
乾
燥
室
で
滅
菌
す

る
。 

 

ま
た
、
ド
ラ
ム
缶
へ
入
っ
た
こ
と
も
あ
っ
た
。 

 
 

炊
事
係
に
な
っ
た
話 

 

次
に
、
炊
事
係
に
な
っ
た
時
の
こ
と
で
も
書
こ
う
。
炊

事
と
い
っ
て
も
名
ば
か
り
だ
。 

 

一
晩
中
、
牛
の
頭
や
山
羊
、
豚
の
骨
を
大
き
な
釜
で
煮

る
。
そ
の
汁
で
ス
ー
プ
、
カ
ー
シ
ャ
等
で
、
エ
ン
バ
ク
、

高
粱
、
黍
、
粟
な
ど
の
ド
ロ
ド
ロ
粥
で
あ
る
。 

 

頭
も
一
晩
炊
く
と
、
み
な
バ
ラ
バ
ラ
に
は
ず
れ
る
。
釜

の
中
を
か
き
回
す
と
あ
ら
ゆ
る
物
が
上
が
っ
て
く
る
。
牛

の
目
玉
は
卵
の
よ
う
で
何
個
も
食
べ
た
。
ま
た
肉
の
カ
ケ

ラ
も
お
先
に
頂
い
た
。 

 

ち
ょ
っ
と
す
ま
な
い
が
炊
事
係
の
特
権
だ
っ
た
。 

 

時
に
は
腸
も
入
っ
て
い
た
。 

 
そ
れ
で
も
炊
事
係
で
は
腹
を
満
た
す
こ
と
が
出
来
た
。 

 
夕
食
は
黒
パ
ン
で
あ
る
。
カ
ワ
ぐ
る
み
の
粉
で
焼
い
た

黒
パ
ン
、
口
の
中
で
ザ
ラ
ザ
ラ
と
な
る
。
ス
ー
プ
で
流
し
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込
む
。 

 

こ
の
パ
ン
が
、
一
人
一
人
皆
、
分
量
が
違
う
。 

 

二
日
前
日
の
ノ
ル
マ
に
よ
っ
て
違
う
の
で
あ
る
。 

 

五
〇
〇
グ
ラ
ム
、
四
五
〇
グ
ラ
ム
、
四
〇
〇
グ
ラ
ム
、

三
五
〇
グ
ラ
ム
と
い
う
具
合
だ
。 

 

ま
た
、
こ
れ
を
切
る
の
が
大
変
だ
。 

 

大
体
切
っ
て
、
不
足
分
は
楊
枝
で
付
け
る
。
ま
た
削
っ

た
り
す
る
。 

 

あ
る
日
、
係
の
将
校
が
や
っ
て
来
て
、
秤
に
載
せ
て
検

査
だ
。 

 

目
方
が
不
足
し
て
い
る
と
い
っ
て
、
お
目
玉
を
く
っ
た
。 

 

朝
切
る
と
夕
方
ま
で
に
乾
燥
し
て
目
減
り
す
る
が
、
認

め
て
く
れ
な
い
。 

 

そ
こ
で
考
え
た
。
秤
皿
の
裏
に
豆
粒
大
の
ダ
ン
ゴ
を
付

け
た
。 

 

数
が
多
い
の
で
千
人
分
も
切
る
と
枕
ほ
ど
の
黒
パ
ン
が

二
本
ば
か
り
浮
い
て
く
る
。 

 

不
足
時
の
分
に
毛
布
に
包
ん
で
隠
し
て
お
く
。 

 

見
つ
か
っ
た
ら
大
変
だ
。 

 
 

零
下
六
〇
度
の
生
活 

 

零
下
六
〇
度
を
越
す
と
い
う
日
も
時
々
あ
る
。
も
う
寒

く
は
な
い
。
寒
い
の
を
通
り
越
し
て
痛
い
の
で
あ
る
。 

 

手
足
の
先
が
ジ
ン
ジ
ン
し
て
い
る
。 

 

そ
の
中
に
し
な
く
な
る
。
白
く
ロ
ー
ソ
ク
の
よ
う
に
固

く
な
る
。
凍
傷
で
あ
る
。
火
で
あ
ぶ
っ
た
り
、
お
湯
に
で

も
入
れ
た
ら
大
変
だ
。
も
う
切
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。 

 

雪
か
布
で
感
じ
が
戻
る
ま
で
擦
る
の
だ
。 

 

溶
け
て
く
る
の
が
痛
く
て
堪
ら
な
い
。
だ
が
切
る
こ
と

を
思
え
ば
我
慢
せ
ね
ば
ら
な
い
。 

 

次
に
大
、
小
だ
。
小
便
は
流
れ
る
ひ
ま
も
な
く
す
ぐ
凍

っ
て
し
ま
う
。
高
く
盛
れ
て
く
る
。 

 

大
便
は
外
で
吹
き
ざ
ら
し
、
丸
太
を
二
本
削
っ
て
、
そ

の
上
で
用
を
足
す
の
で
あ
る
。 

 

前
も
何
も
か
ま
う
こ
と
も
な
い
。
メ
ジ
ロ
の
糞
の
よ
う

に
盛
り
上
が
っ
て
く
る
。
用
意
し
て
あ
る
棒
で
崩
す
の
だ
。

夜
だ
と
足
で
殴
ら
な
い
と
糞
で
尻
を
突
く
か
ら
だ
。 

 

そ
れ
を
時
々
、
中
へ
入
っ
て
ツ
ル
ハ
シ
で
砕
い
て
出
す
。 

 

小
さ
い
の
は
ス
コ
ッ
プ
で
掘
り
出
す
。 
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部
屋
に
入
る
と
ニ
オ
イ
が
し
て
く
る
。
溶
け
て
く
る
か

ら
だ
。 

 
ツ
ラ
の
皮
と
お
尻
の
皮
は
強
い
も
の
だ
。
零
下
六
〇
度

の
中
で
も
出
さ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。 

 

顔
は
マ
ス
ク
を
か
け
る
と
鼻
の
凍
傷
は
防
げ
る
が
マ
バ

タ
キ
が
で
き
な
い
。 

 

一
面
、
吐
く
息
で
真
っ
白
に
な
る
。
防
寒
帽
よ
り
ツ
ラ

ラ
が
下
が
る
。 

 

部
屋
の
中
は
ペ
ー
チ
カ
で
不
寝
番
が
い
て
、
交
代
で
薪

を
ド
ン
ド
ン
焚
く
か
ら
ま
ず
ま
ず
休
む
こ
と
が
出
来
た
。 

 
 

遺
体
は
冷
凍 

 

夜
寝
る
時
は
元
気
で
あ
っ
た
友
も
、
朝
に
は
も
う
二
度

と
帰
ら
ぬ
全
く
悲
し
い
こ
と
も
あ
っ
た
。 

 

遺
体
は
来
春
ま
で
、
外
の
テ
ン
ト
に
積
み
込
ま
れ
て
し

ま
う
。
冷
凍
だ
。 

 

栄
養
失
調
で
多
く
の
友
が
亡
く
な
っ
た
。 

 

自
分
も
番
が
回
っ
て
来
る
の
か
と
思
っ
た
こ
と
も
あ
っ

た
。 

 

だ
が
、
十
四
歳
の
時
か
ら
満
州
で
鍛
え
た
身
体
が
も
の

を
い
っ
た
。 

 

冬
だ
っ
た
。
材
木
運
び
を
し
て
い
て
二
人
で
丸
太
を
担

い
で
い
た
。
重
い
の
で
フ
ラ
フ
ラ
で
あ
る
。
自
分
は
前
だ
。

右
肩
だ
。
う
し
ろ
の
友
は
左
肩(

ギ
ッ
チ
ョ)

。
重
い
か
ら

早
く
腹
ば
っ
た
。
そ
れ
が
肩
違
い
だ
か
ら
た
ま
ら
な
い
。 

 

気
が
つ
い
た
時
は
、
病
院
の
ベ
ッ
ド
の
上
だ
っ
た
。 

 

そ
れ
で
も
早
く
治
る
こ
と
が
で
き
て
命
拾
い
を
し
た
。 

仕
事
を
真
面
目
に
や
っ
て
い
た
の
が
認
め
ら
れ
、
十
日
間

は
特
別
休
養
室
で
、
十
人
が
一
級
食
「
ハ
ラ
シ
ョ
ラ
ボ
ー

タ
」
を
も
ら
い
、
何
一
つ
仕
事
を
せ
ず
、
部
屋
の
掃
除
も

し
て
は
い
け
な
い
と
遊
ん
で
暮
ら
し
た
。 

 

他
の
戦
友
達
に
申
し
わ
け
な
く
思
っ
た
。 

 
 

ダ
モ
イ
・
帰
国 

 

そ
れ
か
ら
一
週
間
後
の
夜
の
点
呼
の
時
。
「
今
か
ら
名

を
呼
ぶ
者
は
、
明
日
の
朝
ナ
ホ
ト
カ
へ
出
発
」
と
の
事
。 

 

来
る
時
が
つ
い
に
来
た
。
そ
の
夜
は
嬉
し
く
て
寝
つ
け

な
か
っ
た
。 

 
ま
た
ど
こ
か
へ
転
属
か
と
半
信
半
疑
で
も
あ
っ
た
。 

 

だ
が
今
度
こ
そ
本
当
だ
っ
た
。
夢
に
ま
で
見
た
「
ダ
モ
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イ
」
だ
っ
た
。 

 

各
収
容
所
よ
り
十
人
、
二
十
人
と
集
ま
っ
て
来
た
。
千

人
収
容
所
の
一
番
乗
り
だ
っ
た
。 

 

途
中
、
二
人
ス
ト
ッ
プ
。
八
人
の
中
に
入
る
こ
と
が
で

き
た
。 

 
 

収
容
所
で
の
教
育 

 

ナ
ホ
ト
カ
に
は
第
一
か
ら
第
二
、
第
三
と
収
容
所
が
あ

っ
た
。 

 

ま
だ
使
役
は
あ
っ
た
。 

 

夜
と
も
な
れ
ば
共
産
教
育
。
こ
れ
に
は
参
っ
た
。
「
ネ

コ
」
を
被
っ
て
参
加
す
る
。 

 

ハ
バ
ロ
フ
ス
ク
発
行
で
日
本
新
聞
が
あ
っ
た
。 

 

反
抗
す
れ
ば
ま
た
反
動
分
子
だ
と
や
ら
れ
、
帰
れ
な
い
。 

 

「
民
衆
の
旗
、
赤
旗
は
戦
士
の
屍
を
包
む
。
四
肢
固
く

冷
え
ぬ
間
に
血
潮
は
旗
を
染
め
ぬ
。
高
く
立
て
赤
旗
を
、

そ
の
陰
に
生
死
せ
ん
。
卑
怯
者
、
去
ら
ば
去
れ
、
我
等
は

赤
旗
守
る
」 

 

と
よ
く
や
っ
た
も
の
だ
。
こ
れ
も
上
か
ら
の
命
令
で
や

る
の
だ
か
ら
仕
方
な
い
。 

 

第
三
の
収
容
所
で
は
仕
事
を
せ
ず
、
故
国
か
ら
の
迎
え

の
船
を
待
つ
の
だ
。 

 

残
る
戦
友
か
ら
、
「
帰
っ
た
ら
生
き
て
い
る
と
い
う
こ

と
だ
け
家
に
知
ら
せ
て
く
れ
」
と
頼
ま
れ
た
。 

 

だ
が
何
一
つ
書
い
た
も
の
を
持
た
せ
な
い
か
ら
仕
方
が

な
い
。
で
も
隊
長
さ
ん
だ
け
で
も
と
思
い
、
靴
の
中
へ
一

筆
入
れ
て
帰
っ
た
。 

 

見
つ
か
っ
た
ら
帰
る
の
も
取
り
止
め
と
な
る
。
ヒ
ヤ
ヒ

ヤ
だ
っ
た
。 

 

山
梨
の
方
だ
っ
た
。
石
和
へ
旅
行
す
る
と
二
度
と
も
面

会
に
来
て
下
さ
っ
て
、
昔
話
に
切
り
が
な
か
っ
た
。 

 

甲
州
土
産
に
沢
山
ブ
ド
ウ
を
も
ら
っ
た
。
隊
長
さ
ん
は
、

そ
の
後
二
年
、
計
四
年
で
帰
国
で
き
た
と
の
こ
と
。
責
任

上
仕
方
な
し
だ
。 

 

「
君
の
後
、
三
十
人
ば
か
り
に
、
先
に
帰
っ
た
ら
家
に

元
気
で
生
き
て
い
る
と
知
ら
せ
て
く
れ
と
頼
ん
だ
が
、
知

ら
せ
て
く
れ
た
の
は
君
一
人
だ
っ
た
」
と
言
わ
れ
た
。 

 

今
で
も
五
十
年
余
り
文
通
し
て
い
る
。 

 
 

祖
国
・
舞
鶴
港
着 
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ナ
ホ
ト
カ
に
、
待
ち
に
待
っ
た
「
山
澄
丸
」
が
や
っ
て

来
た
。 

 
船
上
の
人
と
な
れ
た
嬉
し
さ
は
、
何
と
も
筆
で
書
く
こ

と
は
出
来
な
い
。 

 

無
理
を
し
て
、
船
で
亡
く
な
っ
た
方
も
い
る
。 

 

船
上
に
整
列
し
て
黙
祷
。
海
葬
で
あ
る
。
汽
笛
が
鳴
る
。

何
と
も
気
の
毒
な
こ
と
だ
っ
た
。 

 

三
日
目
に
は
祖
国
が
見
え
た
。
舞
鶴
港
へ
入
港
。 

 

婦
人
会
の
方
々
や
、
役
所
の
方
々
が
大
勢
口
々
に 

 

「
ご
苦
労
様
で
し
た
。
長
ら
く
ご
苦
労
様
で
し
た
」
と

迎
え
て
下
さ
っ
た
。 

 

今
も
目
の
前
に
あ
の
時
が
浮
ん
で
来
る
。 

 

宿
舎
に
入
り
一
夜
を
明
か
し
、
復
員
手
続
き
と
な
る
。 

そ
の
と
き
に
、
亡
く
な
っ
た
戦
友
国
島
君
の
こ
と
を
書
い

て
き
た
。 

 

そ
れ
で
厚
生
省
よ
り
戦
死
の
公
報
が
出
た
。 

 

そ
の
後
、
兄
さ
ん
と
奥
さ
ん
、
子
供
が
、
私
の
所
へ
訪

ね
て
見
え
た
。
こ
ま
ご
ま
と
話
し
た
。 

 

舞
鶴
へ
は
誰
も
迎
え
に
来
て
い
な
い
、
分
か
る
は
ず
が

な
い
か
ら
。 

 

京
都
ま
で
汽
車
。
そ
れ
よ
り
近
鉄
で
故
郷
へ
と
向
か
っ

た
。 

 

電
車
は
窓
と
い
う
窓
、
ガ
ラ
ス
が
な
く
板
な
の
で
う
す

暗
い
と
い
っ
た
と
こ
ろ
だ
。 

 

昭
和
二
十
二
年
八
月
二
十
四
日
夕
方
、
や
っ
と
我
が
家

の
敷
居
を
跨
ぐ
こ
と
が
出
来
た
。 

 

父
母
二
人
き
り
だ
っ
た
。 

 

疲
れ
切
っ
て
い
た
の
で
、
一
ぺ
ん
に
台
所
へ
の
た
っ
た
。 

ま
さ
か
元
気
で
帰
っ
て
来
る
と
は
思
っ
て
も
い
な
か
っ
た

様
子
で
、
び
っ
く
り
し
て
い
た
。 

 

兄
弟
四
人
が
戦
争
に
召
集
さ
れ
て
い
た
の
だ
。 

 

兄
二
人
が
戦
場
に
散
り
、
二
人
生
き
残
っ
た
の
だ
。 

 

最
後
に
、
亡
く
な
っ
た
戦
友
の
冥
福
を
お
祈
り
い
た
し

ま
す
。 

合
掌 

 
【
執
筆
者
の
紹
介
】 

 

奥
田
武
男
氏
は
、
遠
い
縁
故
関
係
に
あ
る
。
あ
る
時
、
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親
戚
の
年
回
の
席
で
、
シ
ベ
リ
ア
抑
留
の
話
と
な
っ
た
。 

 

奥
田
氏
は
、
少
年
満
蒙
開
拓
団
員
と
し
て
国
策
に
沿
っ

て
緑
の
大
地
を
夢
見
て
渡
満
し
た
。
そ
う
し
て
入
隊
、
シ

ベ
リ
ア
抑
留
と
労
苦
と
重
ね
た
人
で
あ
る
。
昨
年
の
「
シ

ベ
リ
ア
抑
留
の
労
苦
を
語
り
継
ぐ
集
い
」
で
再
会
し
、
協

会
に
加
入
さ
れ
手
記
を
お
願
い
し
た
。 

 

こ
の
手
記
は
、
奥
田
氏
が
青
春
時
代
の
苦
し
み
を
後
世

に
残
し
た
い
と
記
録
さ
れ
た
そ
の
ま
ま
で
あ
る
。 

（
三
重
県 

森 

勇
生
） 

シ
ベ
リ
ア
抑
留
記 

三
重
県 

 

廣 

田 

吉 
生 

 
 

 
 

は
じ
め
に 

 

戦
争
、
そ
れ
は
人
間
同
士
が
命
を
奪
い
合
う
鬼
畜
に
も

等
し
い
残
虐
非
道
の
行
為
で
す
。
そ
の
終
結
は
敗
戦
で
し

た
。 

 

捕
虜
の
身
と
な
り
、
異
国
の
地
で
祖
国
日
本
の
安
泰
と
、

肉
親
家
族
の
無
事
を
念
願
し
つ
つ
も
、
極
限
の
苦
難
に
堪

え
抜
い
た
幾
多
の
試
練
は
、
五
十
余
年
を
過
ぎ
た
現
在
も

私
の
脳
裏
か
ら
離
れ
ま
せ
ん
。 

 

戦
争
の
恐
ろ
し
さ
を
後
世
に
伝
え
る
事
が
、
生
き
残
っ

た
者
の
義
務
と
考
え
ま
し
て
書
き
綴
り
ま
し
た
が
、
文
章

を
書
く
こ
と
は
全
く
の
素
人
で
す
。
そ
の
上
に
誤
字
も
あ

り
内
容
は
至
っ
て
拙
文
で
す
が
、
な
に
と
ぞ
ご
判
読
下
さ

れ
ば
幸
甚
で
す
。 

 
 

昭
和
二
十
年
八
月
～
二
十
二
年
十
月
ま
で
の
抑
留 

 
 

 

一
、
な
ぜ
シ
ベ
リ
ア
に
抑
留
を
さ
れ
た
の
か 

 

日
本
は
昭
和
十
二(

一
九
三
七)

年
七
月
七
日
よ
り
、
中


